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第６号 令和５年６月20日（火）

学校だより 三和中シュワッチ！
三和中学校１８３ 校長 宮里直哉

六
月
十
日
か
ら
行
わ
れ
た
島
尻
地
区

夏
季
総
体
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
優
勝
、

サ
ッ
カ
ー
部
は
県
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
、
お
め
で
と
う
！
。

県
大
会
出
場
な
ら
ず
と
も
、
最
後

ま
で
立
派
に
闘
っ
た
部
員
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
拍
手
を
送
り
ま
す
。
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地
区
夏
季
大
会
結
果

裏面に続く

6月10日(土)与那原中で第49回島尻地区中学校夏季総合体育大会ソフトボ

ール競技大会が行われ、ソフトボール部、見事、優勝しました。
保護者の皆さんはじめ多くの応援の中、堂々とした試合ぶりで新人大会に

続いての快挙です。新垣健太監督曰く「日々成長している部員にびっくりして

います。県大会は毎回悔しい思いをしているので今度こそ勝利を目指して頑

張ります」とすでに次の目標みすえていました。まだまだソフト部の挑戦は続

きます。

ソフトボール部、優勝おめでとう！
最優秀選手賞 Ｇさん
打撃賞 Ｈさん

サッカー部、県大会
出場おめでとう！

裏面に続く
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6 月 7 日(水)「いじめについて」校長講話を行いました。

話をする前に自分自身でシュミレーションしてみましたが、言葉がきつくなることが懸念さ
れました。「いじめは許さない」「ささいなことからいじめは始まる」「誰にでも起こりえるこ
と」文字面をみてもきつい内容です。こちらの想いを乗せずに淡々と話すことは無理だと感じ
ました。あらかじめ生徒の皆さんには、“今日はきつい言い方をするかもしれない”、と伝えた
上で話をしました。「いじめ防止対策推進法」により生徒の皆さんは守られていること、色々
なケースを提示しがらこのケースはいじめかいじめじゃないか、いじめと感じた時どうすれば
いいかということをできるだけ考えてもらうように問いかけながら話しました。そして最後に、
こう言いました。
“６月の本校のいじめ防止スローガン「私たちは平和を考え、いじめを許さない」は、私たち
先生方全員の想いです。でも残念ながら先生方が見えないところでいじめが起こっています。
このスローガンの「私たち」に皆さんも加わってほしいのです”
校訓「和の心」に恥じぬように、平和の発信源としての三和中のプライドを見失わぬように、

これからもいじめを許さない心を大切にしていくことを固い決意でのぞみます。

6 月 11 日(日)糸満市
立図書館で、1 年生の
Ｋさんが「平和祈念読

み聞かせ会」において読み聞かせを行いました。何日も前からさし

ぐさの会の渡久地くにさんにご指導を受けのぞんだ当日、司書の美

来先生によると実に堂々と情感豊かに読み聞かせを行ったそうです。

年配の方々の中には、涙をぬぐう方もいたとか。糸満市広報誌にも

取り上げられる予定ですので是非ご確認をお願いします。

Ｋさん、素晴らしい読み聞かせ!

平和について考える授業 ～先生方の挑戦～

6 月 16 日(金)前半は沖縄戦の
概要の説明から始まり、沖縄
での戦いの目的や県出身者の
死亡者が 12 万人を越えた事を
グローバルな視点で考え、後

半は沖縄戦が始まる前の住民になりきって
ロールプレーイングする等大変濃い内容の
ものでした。「無血上陸」「出血持久戦」「た
こつぼ作戦」「鉄の暴風」「軍民混在の戦場」

「降伏調印式」「対馬丸事件」「1010 空襲」「ﾁﾋﾞﾁﾘｶﾞﾏの
集団自決」･･今まで勉強してきた沖縄戦についてのこと
がパズルがはまって一つになっていくような感じでした。
生徒の皆さんも何人も質疑応答で積極的に挙手し、1 年
生のＩさんは「曽祖父に感謝したい」と命を紡いでくれ
たことへの感想を述べ、3 年のＪさんが「平和について
もっと学習を深めたい」としっかりした言葉で締めくく
ってくれました。戦争体験者の想いを熱く語った狩俣さ
んの言葉を生徒の皆さんも集中して聴いていました。

狩俣日姫さんによる平和講演会
六
月
一
日(

木)

～
二
十
一
日(

水)

の
期
間
、
国
語
科
の

前
田
幸
司
先
生
の
も
と
で
国
語
授
業
を
、
三
年
一
組
の

洲
鎌
百
合
子
先
生
の
も
と
で
学
級
指
導
の
実
習
を
し
ま
す

～
本
人
か
ら
の
挨
拶
～

初
め
ま
し
て
、
教
育
実
習
生
の
鳥
羽
咲
優
美(

と
ば
さ
ゆ

み)

で
す
。

前
田
浩
司
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
国
語
の

授
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
が

育
っ
た
三
和
中
学
校
で
教
育
実
習
が
で
き
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
回
の
実
習
を
通
し

て
三
和
中
学
校
の
先
生
方
の
よ
う
な
先
生

に
な
れ
る
よ
う
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い

で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
と
は
色
々
お
話
を

し
た
い
の
で
、
見
か
け
た
ら
是
非
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
三
週
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
習
生

鳥
羽
咲
優
美
さ
ん
の
紹
介


